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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２４年９月６日 

                         運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２２年７月２７日（火） １４時５５分ごろ  

発生場所 兵庫県豊岡市猫埼北西方沖 

猫埼灯台から真方位２８１°１.９海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３５°４０.８′ 東経１３４°４３.５′） 

事故調査の経過 平成２２年７月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 遊漁船 第三豊
ほう

洋
よう

丸、６.６トン   

   ＨＧ２－４０８１（漁船登録番号）、個人所有 

   １３.５２ｍ（Lr）×２.５８ｍ×０.９６ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数１２０、昭和５９年１０月１５日 

Ｂ 遊漁船 豊
ほう

裕
ゆう

丸、４.５トン  

   ＨＧ３－５００５７（漁船登録番号）、個人所有 

   １１.８６ｍ（Lr）×２.６４ｍ×０.９２ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数７０、平成７年４月  

 乗組員に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ４４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和６０年４月１５日 

免許証交付日 平成２１年６月１０日 

（平成２７年４月１４日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ６２歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和４９年１１月８日 

免許証交付日 平成２０年６月１７日 

（平成２６年４月１５日まで有効） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 ５人（船長Ｂ、釣り客Ｂ１、釣り客Ｂ２、釣り客Ｂ３、釣り客

Ｂ４） 

 損傷 Ａ 船首部擦過傷 

Ｂ 左舷中央部外板及び操舵室左舷側に破口、甲板上簡易トイレ脱落 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客３人を乗せ、兵庫県香住町柴

山港沖において、船長Ａが、２か所の釣り場で魚群探索を行ったものの、

魚群が見当たらなかったので、約１２～１３ノット（kn）の速力（対地速

力、以下同じ。）で次の釣り場に向けて航行中、レーダーでＢ船を探知し

た。 
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船長Ａは、Ｂ船まで１Ｍ以上の距離があったので、魚群探索をすること

にし、猫埼北西方沖を魚群探知機の画面に映り始めた魚群の映像を見なが

ら、手動操舵により約３kn の速力で東進していたが、そろそろＢ船に近づ

く頃だと思い、船首方を見たとき、Ｂ船が近くにいたので、急いで機関を

全速力後進としたものの、平成２２年７月２７日１４時５５分ごろＡ船の

船首部とＢ船の左舷中央部とが衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、釣り客Ｂ１、釣り客Ｂ２、釣り客Ｂ３

及び釣り客Ｂ４を乗せ、猫埼沖を釣り場に向けて西進中、船長Ｂは、Ａ船

を双眼鏡で視認した。 

船長Ｂは、Ａ船がＢ船の方に向かってきていることに気付いたが、Ａ船

は、ふだん見掛ける遊漁船であり、Ｂ船が向かっている釣り場は漁船や遊

漁船が集まる場所なので、同じ釣り場に向かっているのだと思った。 

Ｂ船は、間もなく釣り場に着き、船首をほぼ北西方に向けて機関を中立

にして猫埼北西方沖で錨泊し、船長Ｂは、操舵室右舷側の甲板上に立ち、

浮きを海面に浮かべて潮流の状況を確認した後、釣り客に遊漁をさせよう

としていたときにＢ船の左舷中央部とＡ船の船首部とが衝突した。 

船長Ｂは、１１８番通報を行い、その後、船長Ａ及び船長Ｂは、緊急を

要する負傷者がいなかったので、巡視艇が到着するまで本事故発生場所付

近で待機した。 

本事故により、船長Ｂが頸椎捻挫、釣り客Ｂ１が頚部捻挫、腰部捻挫及

び左殿部打撲傷、釣り客Ｂ２が頸椎捻挫、釣り客Ｂ３が右膝打撲、釣り客Ｂ

４が腰部捻挫、右肘部打撲傷及び右肩関節捻挫をそれぞれ負った。  

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約２m/s、視界 良好  

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時 

 その他の事項 

 

船長Ａは、レーダーを１.５Ｍレンジで使用していた。 

船長Ａは、魚群が見付からなかったので、早く釣り場を見付けようと思

っていた。 

船長Ｂは、釣り場に到着する前にＡ船を双眼鏡で視認した後、衝突する

まで一度もＡ船を見なかった。 

Ｂ船は、錨泊中、右舷側に船長Ｂと釣り客３人、左舷船尾側に釣り客１

人がいたが、左舷側から接近するＡ船に気付いた者はおらず、乗船者全員

が衝突の衝撃に備えることができなかった。 

Ｂ船の乗船者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

船長Ｂは、錨泊中に黒色球形の形象物を掲げていなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ船は、猫埼北西方沖を東進中、船長Ａが、レ

ーダーでＢ船の映像を探知した際にＢ船まで１Ｍ

以上の距離があったので、魚群探索に注意を向

け、適切な見張りを行っていなかったことから、

Ｂ船に接近していることに気付かず、Ｂ船と衝突

したものと考えられる。 

Ｂ船は、猫埼北西方沖で錨泊中、船長Ｂは、航

行中にＢ船の方に向かってきているＡ船を視認し
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たが、Ａ船が同じ釣り場に向かっているものと思

い、その後、錨泊して遊漁の準備をしていたとこ

ろ、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、猫埼北西方沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船が錨泊中、船長

Ａが、適切な見張りを行っていなかったため、Ｂ船に接近していることに

気付かず、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・魚群探索を行いながら航行する際は、適切な見張りの妨げとならない

ように注意すること。 

 ・錨泊中であっても周囲の見張りを行うこと。 

 




